
主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備考

① 基本的生活習慣の確立を図るため、授業
開始１分前の予鈴をなくし、定期的に
ノーチャイムデーを設け、自ら時間を意
識した行動をとれるよう指導する。

生徒支援課
各学年

時間を守る意識の高い生徒が増えている一方、時間を
守るにあたり、予鈴や教員の呼びかけを頼りにしてい
る生徒もいる。

【成果指標】(生徒)
生徒が時間を意識した行動をとる
ことができる。

（生徒）時間を意識した行動をとることができる生徒の割
合が
　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８０％以上９０％未満
　Ｃ：７０％以上８０％未満
  Ｄ：７０％以上

Ｃ、Ｄの場合、指導方法を再
検討する。

７月と１２月に学校評価（生
徒）で調査する。

② 昨年度実施した「おは活」（朝のあいさ
つ運動）に加え、生徒会や校風委員を中
心とする啓発活動を行い、自発的に挨拶
しようとする意識を高められるようにす
る。

生徒支援課
各学年
各部活動

多くの生徒が校内で挨拶を交わしている。しかし、自
ら進んで挨拶することを意識している生徒の割合はま
だ目標には届いていない。

【成果指標】（生徒）
生徒が自ら進んで挨拶ができる。

（生徒）自ら進んで挨拶できる生徒の割合が
　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８５％以上９０％未満
  Ｃ：８０％以上８５％未満
  Ｄ：８０％未満

Ｃ、Ｄの場合、改善策を検討
する。

７月と１２月に学校評価（生
徒）で調査する。

③ いじめ防止に関する講話や教員対象の研
修会などにより、生徒・教員ともにいじ
めに関する意識を高め、いじめの起こら
ない雰囲気をつくる。

生徒支援課
保健相談課
各学年

「いじめはどこにでもある」という認識のもと、実態
の把握に努め、個々の事案について、組織的かつ迅速
に対応している。小さな変化を見逃さず情報共有を行
う体制を維持する必要がある。

【努力指標】（教員）
いじめを見逃さない学校づくりに
組織的に取り組んでいる。

（教員）本校の「いじめ防止基本方針」に基づいて、いじ
めやネットトラブルの未然防止に学校全体で組織的に取り
組んでいると回答する教職員の割合が
　Ａ：１００％
　Ｂ：　９０％以上１００％未満
　Ｃ：　８０％以上９０％未満
　Ｄ：　８０％未満

Ｃ、Ｄの場合、改善策を検討
する。

７月と１２月に学校評価（教
員）で調査する。

④ 美化委員、保健委員を中心に学校生活の
環境保全に関する啓発活動を自主的にお
こない、環境保全に対する生徒の意識を
高められるようにする。

保健相談課
生徒課
各学年

ゴミの分別については改善傾向にあるが、引き続き掃
除の時間に美化委員の生徒がゴミ分別チェックを行
う。また、消灯に関しては、誰もいない教室の消灯が
なされていないことがあった。

【成果指標】（生徒）
ゴミの分別、教室やトイレの消灯
が正しくなされている。

（生徒）ゴミの分別、教室やトイレの消灯、校内の環境保
全活動に積極的に取り組んでいる生徒の割合が
　Ａ：９５％以上
　Ｂ：９０％以上９５％未満
  Ｃ：８０％以上９０％未満
  Ｄ：８０％未満

Ｃ、Ｄの場合、改善策を検討
する。

７月と１２月に学校評価（生
徒）で調査する。

２ 生徒が学習意欲を高め主体的
に学ぶ方法を見つけられるよ
う、教職員は様々なＩＣＴ機
器を活用した評価の研究をす
ることにより指導方法の改善
を進める。

① 各授業において、ＩＣＴ機器を効果的に
活用した評価の研究を進めるとともに、
評価方法の具体事例を教科間でも共有し
ていく。

教務課
各学年
各教科

研修をとおしてＩＣＴ活用力が上がり、ほとんどの教
職員が授業で積極的に活用している。引き続きＩＣＴ
機器を活用した効果的な評価方法についての研究と情
報の共有を進めていく必要がある。

【努力指標】（教員）
教員は生徒の思考が深まるよう、
ＩＣＴ機器を活用した評価の研究
を進めている。

（教員）ＩＣＴ機器を効果的に活用した評価の研究を進め
ることに努めたと回答している教員の割合が
　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８０％以上９０％未満
　Ｃ：７０％以上８０％未満
　Ｄ：７０％未満

Ｃ、Ｄの場合、ＩＣＴ機器の
活用方法に関する研修体制を
再検討する。

７月と１２月に授業評価（教
員）で調査する。

② 学習時間調査や面談等を活かして、生徒
が自分に必要な学習量や内容を理解した
上で、見通しを持ち家庭学習に取り組む
態度を育て、学習習慣の定着を図る。

教務課
各学年
各教科

家庭学習状況を担任が把握し、学習内容の偏りや時間
不足の生徒に対し、速やかに面談を行い、助言や支援
を行っている。生徒が家庭学習の必要性を実感できる
ような指導の工夫を進め、生徒の主体的な学習習慣の
定着に向けた取組を継続する。

【成果指標】（生徒）
生徒が自分で学習目標を設定し、
それに向けて学習に取り組むこと
ができる。

（生徒）「自分で立てた学習目標に向けて学習に取り組む
ことができた」と回答した生徒の割合が
  Ａ：７０％以上
  Ｂ：６０％以上７０％未満
  Ｃ：５０％以上６０％未満
  Ｄ：５０％未満

学年別に評価し、Ｃ、Ｄの場
合、学習指導のあり方を再検
討する。

授業評価アンケートに合わせ
て生徒が回答（年２回）

生徒が充分な情報の中から自
分で考え選択し進路決定がで
きるよう、教職員はキャリア
教育の充実に努める。

① ホーム担任等は面談を丁寧に行い、生徒
が将来を見据えて進路目標を設定できる
ようにする。

進路指導課
各学年

個別の面談を通して生徒との良好な関係を築いている
が、生徒一人ひとりの適性や能力をふまえ、適切な目
標設定と将来の進路についてより深く考えるための情
報を提供する必要がある。

【成果指標】（生徒）
個人面談や進路ガイダンスによ
り、生徒が進路先を検討・比較す
る情報が提供できている。

（生徒）担任等との個人面談や進路ガイダンスにより、進
路先について自分で比較し選択するための情報を得ること
ができた生徒の割合が
　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８０％以上９０％未満
　Ｃ：７０％以上８０％未満
  Ｄ：７０％未満

Ｃ、Ｄの場合、面談内容や時
期、および面談回数等、生徒
への情報提供のあり方や意識
づけ方法を再検討する。

７月と１２月に学校評価（生
徒）で調査する。

② 生徒の進路志望決定に向けて、全教職員
で取り組む体制を整える。

教務課
進路指導課
各学年

総合的な探究の時間や伏見プラス等、生徒の進路決定
に向けた取り組みを行っている。

【成果指標】（生徒）
総合的な探究の時間や伏見プラス
の取り組みが、自身の将来の生き
方や進路について考えるきっかけ
になった。

（生徒）
総合的な探究の時間をはじめ、伏見プラス等学校の取り組
みが、自分の進路について考えるきっかけとなったとする
生徒の割合が
　Ａ：８０％以上
　Ｂ：７０％以上８０％未満
　Ｃ：６０％以上７０％未満
  Ｄ：６０％未満

Ｃ、Ｄの場合、取組内容や生
徒への情報提供のあり方、意
識づけ方法を検討する。

７月と１２月に学校評価（生
徒）で調査する。

③ 生徒と保護者に対し、進路選択に役立つ
説明会を適時適切に実施する。また、進
路志望実現のために必要な学習環境を提
供する。

進路指導課
各学年

生徒の進路志望を実現させるために、具体的な目標を
提示し、生徒が意欲的に努力し続けるサポートをして
いる。

【成果指標】（生徒３年生）
生徒が第１志望の進路先に合格す
ることができる。

（生徒３年のみ）（年度末進路結果）
志望する上級学校に合格した生徒の割合が
　Ａ：８０％以上
　Ｂ：７０％以上８０％未満
　Ｃ：６０％以上７０％未満
　Ｄ：６０％未満

Ｃ、Ｄの場合、面談内容や時
期、および面談回数等、生徒
への情報提供のあり方や意識
づけ方法を検討する。

進路志望調査と年度末の進路
結果で調査する。

３
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重点目標 具体的取組

１ 生徒が自己実現に向け、失敗
を恐れることなく、様々なこ
とに取り組めるよう教職員は
安心、安全な教育環境を整え
る。



主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備考重点目標 具体的取組

【成果指標】（生徒）
部活動に登録した生徒の割合が増
加している。

（生徒）部活動に登録した生徒の延べ人数が全生徒の
　Ａ：８５％以上
　Ｂ：８０％以上８５％未満
  Ｃ：７５％以上８０％未満
  Ｄ：７５％未満

Ｃ、Ｄの場合、各部活動の活
動内容・記録等を周知すると
ともに高校生活を通して部活
動を続ける意義を実感させる
取組を再検討する。

５月と１０月に部加入率の調
査を実施する（３年生は５月
のみ）。

【満足度指標】（生徒）
生徒が、部活動は学校生活を活力
あるものにしていると考えてい
る。

（生徒）部活動が学校生活を活力あるものにしていると考
えている生徒の割合が
　Ａ：８０％以上
　Ｂ：７５％以上８０％未満
  Ｃ：７０％以上７５％未満
  Ｄ：７０％未満

Ｃ、Ｄの場合、各部活動の活
動時間や内容等を検討する。

７月と１２月に学校評価（生
徒）で調査する。

② ボランティア活動後の振り返りを充実さ
せ、自己の成長を実感させることで、ボ
ランティア活動に積極的に参加する意識
を一層高める。

生徒支援課
各学年
各部活動

伏見川清掃や地元町会と雪かきボランティア協定を締
結するなど、地域から信頼される学校づくりの一環と
してボランティア活動への参加を促している。

【成果指標】（生徒）
生徒が、ボランティア活動は学校
生活の充実や自己の成長につなが
ると考えている。

（生徒）ボランティア活動が学校生活の充実や自己の成長
につながると回答する生徒が参加生徒の
　Ａ：８０％以上
　Ｂ：７５％以上８０％未満
  Ｃ：７０％以上７５％未満
  Ｄ：７０％未満

Ｃ、Ｄの場合、活動計画の周
知を徹底するとともに、活動
の意義を実感させる取組を再
検討する。

７月と１２月に学校評価（生
徒）で調査する。

５ 教職員が組織的、協働的に業
務に取り組むことにより、教
育活動全般の効果、効率を高
める。

① 効率的、効果的な業務遂行に向け、職員
が自身の担当業務だけでなく、課・学年
を越えて協力し合うことを心がける。ま
た、行事等の実施時期や内容について全
職員に周知する。

副校長
各課・学年主任

多くの職員が依頼があれば協力しあえる職場環境と
なっている。情報共有を進め、教員一人ひとりが、全
体像を把握しアイデアや力を出し合うことで、より効
果的な業務改善と教育活動の充実に努める必要があ
る。

【努力指標】（教員）
教員は効果的な業務遂行に向け、
組織的、協働的に取り組むよう努
めている。

（教員）組織的、協働的に取り組むよう努めている、概ね
努めていると回答する教員の割合が
  Ａ：８０％以上
  Ｂ：７０％以上８０％未満
  Ｃ：６０％以上７０％未満
  Ｄ：６０％未満

Ｃ、Ｄの場合、次年度の取組
を再検討する。

７月と１２月に学校評価（教
員）で調査する。

６ 教職員は、担当する教育活動
の成果等について、学校ＨＰ
や印刷物等を活用して保護者
や地域に対し迅速かつわかり
やすく発信する。

① 本校ホームページをより閲覧しやすいよ
うに工夫し、保護者や地域、中学生とそ
の保護者等への情報提供を一層充実させ
る。緊急連絡は、一斉配信メールに加え
てホームページでも発信する。

副校長
各課・学年主任

日々の学校生活や行事、部活動などの様子が保護者に
分かりやすいよう、学年通信の掲載内容を工夫した。
さらに、配信メールで掲載を案内したことや、ホーム
ページ上の写真の掲載方法を工夫したことでアクセス
数が伸び、保護者からも高評価を得ている。

【満足度指標】（保護者）
保護者が本校の教育活動全般を理
解し、満足している。

（保護者）本校の教育活動についてホームページや配信
メール等で提供される情報に「大いに満足している」、
「満足している」と回答する保護者の割合が
  Ａ　９０％以上
  Ｂ　８５％以上９０％未満
  Ｃ　８０％以上８５％未満
  Ｄ　８０％未満

Ｃ、Ｄの場合、提供する情報
の内容やタイミング等につい
て再検討する。

４月から７月と、８月から１
２月の集計で評価する。

「部活動が学校生活を活力あるものにしている」と認
識している生徒が多く、生徒は部活動を通して学校生
活の充実を図っている。一方で、学年が進むに連れて
加入率が下がる傾向があり、３年間継続して活動でき
るよう、活動内容の工夫や環境づくりに取り組む必要
がある。また、短時間で効率的な活動による生徒の満
足度の向上を目指している。

４ 教職員は生徒が生徒会活動・
部活動・学校内外の行事・体
験活動をとおして自己肯定感
を高めることができるよう支
援する。

① 部活動は人間力の向上につながることを
ガイダンス等を通して生徒に考えさせる
とともに、生徒が自ら部活動の魅力を理
解できる機会を設けることにより、加入
率を高める。

生徒支援課
各学年
各部活動


